
 

 

 

 

  

 

  

   

  

   

   

  

    

  

   

    

  

   

     

    

     

  

 

 

 

 

  

  

  

 

  

【写真】安田奄美市市長  

高 由香さん  森山 麻李亜さん 

生野 由子さん 中江 公三さん 

炬火イベント 開催!!

先月、奄美では、多くの行事が開催されました。大きな夏祭りから町内会で行う夏祭り、全国高等学校総合文化祭や 

離島甲子園等、様々な行事で奄美を活気づけ、ようやく「奄美の夏」が戻ってきたように感じました。 

ちなみに私は、奄美祭りの花火大会や舟漕ぎ大会を短時間見学したぐらいで、まだコロナやインフルエンザが治まってな

いことを聞くと、２回コロナに罹った私は仕事柄、なかなか積極的に行事には足が向かず、新聞報道で盛り上がった奄美の

夏を感じるくらいでした。当たり前だった奄美の行事がこんなにも大切でみんなを元気づけることを改めて感じました。 

来年は、マスクなしで奄美の夏を感じる事ができるように願うばかりです。（課長：辻原） 

№１
 

１２日（火）：ヘルスタイム 

１５日（金）：敬老会 

１６日（土）：男性理髪 

２０日（水）：健康相談 

２５日（月）：誕生会 

２６日（火）：音楽の日 

２９日（金）：ボランティア活動 

１１日（月）：買い物支援（生活介護） 

１日（金）：体重・血圧測定 

３日（日）：豊年相撲 

４日（月）：自治会・三賞授賞式 

５日（火）：買い物支援（生活介護） 

６日（水）：避難訓練 

 

…行事予定表… 「子供の頃のように、太陽の下で水遊びを楽しむ！」 

昨年取り組んだ「夏に親しむ」を今年も再び…と準備していま

した。しかし、迷走台風の接近により、急遽、多目的ホールでの

開催となってしまいました。少しでも利用者の皆さんに夏を感じ

てもらおうと、準備していたビーチボールや浮き輪に空気を入れ、

それらを使ったレクリエーションを考えました。ディスプレイに

は水遊びで使うはずだった大きなプール・パラソル等を飾り、ま

るで「海の家」のように！！水こそ使えませんでしたが、利用者

の皆さんが楽しそうな笑顔を見せてくれました。恒例のスイカ割

では、「絶対、割りたい！！」と皆さんが真剣な表情で取り組みま

した。周りの応援やアドバイスで大盛り上がりし、見事に割る事

が出来ました。窓の外では、少しずつ台風前の風も吹き始め、時

折横殴りの雨も降っていましたが、おやつ時間には、フルーツを

たっぷりのせたかき氷と、スイカをみんなで食べ、気持ちばかり

の夏を感じる時間になりました。（記事：田原（優）） 

編集・発行 障害者支援施設 愛の浜園 

奄美市名瀬大字知名瀬２５０４ 

TEL：５４－８０１１ FAX：５４－８０１２ 

土曜営業日にレクリエーションで知名瀬の運人浜（うんじんばま）

に海水浴に出掛けました。久々の海水浴で利用者はもちろんの事、

支援員も皆、大はしゃぎ。支援員は仕事も忘れて海水浴を楽しみ 

ました。島の青い空、青い海は最高です。（記事：市田） 

「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま

大会」に向け、県内各地で炬火リレー

が行われました。奄美市でも、８月６

日（日）に奄美祭りパレード内で実施

される予定でしたが、台風６号の影響

で中止を余儀なくされました。 

その代替として、８月２０日（日）

奄美市市役所の市民広場にて、炬火 

イベントが催され、代表として４名の

方が参加されました。 

月に一度、里原 郁子様にお越し頂き、 

軽体操に取り組んでいます。 


